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デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
は
、
主
に
契
約
情
報
管

理
、
リ
ス
ク
情
報
管
理
、
事

故
情
報
管
理
の
３
機
能
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
同
社
の
シ

ス
テ
ム
と
連
動
さ
せ
る
こ
と

で
、
各
種
保
険
契
約
情
報
や

事
故
対
応
情
報
な
ど
の
タ
イ

ム
リ
ー
な
把
握
が
可
能
。

　
契
約
情
報
管
理
機
能
は
、

「
Ｔ
Ｍ
―
Ｇ
Ｏ
（T

o
k
io 

M
arin
e G
lo
b
al O
p
e

ration

）
」
と
い
う
名
称

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
保
険
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
本
社
が
世
界
各
国

に
所
在
す
る
グ
ル
ー
プ
各
社

の
保
険
契
約
を
一
元
的
に
管

理
・
運
営
す
る
保
険
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
の
新
規
組
成
・
更
新

に
あ
た
り
、
国
内
外
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
行
う
こ
と

で
、
手
続
き
状
況
や
対
応
プ

ロ
セ
ス
の
見
え
る
化
、
各
国

で
発
行
さ
れ
る
保
険
証
券
の

一
元
管
理
を
可
能
と
す
る
。

　
リ
ス
ク
情
報
管
理
機
能

は
、
「
Ｔ
Ｍ
―
Ｇ
Ｒ
Ｓ
（ T

o

k
io M

arin
e G
lo
b
al 

R
isk M

an
ag
e
m
e
n
t 

S
u
pport 

）
」
と
い
う
名

称
で
、
地
図
上
に
契
約
者
の

国
内
外
の
拠
点
を
表
示
し
、

拠
点
ご
と
の
契
約
情
報
を
確

認
で
き
る
。
さ
ら
に
拠
点
ご

と
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
（
地

震
・
洪
水
・
風
災
等
）
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
リ
ス
ク
評

価
に
関
す
る
情
報
、
リ
ス
ク

調
査
結
果
の
確
認
も
可
能
。

今
後
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
気

象
デ
ー
タ
や
衛
星
画
像
を
提

供
す
る
機
能
拡
充
を
検
討
し

て
い
く
と
い
う
。

　
ま
た
、
事
故
情
報
管
理
機

能
は
、
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
（ G

l

ob
al R
elian

ce E
lect

ro
n
ic S
y
ste
m

）
」
と

い
う
名
称
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
通
じ
て
、
事
故
報

告
か
ら
保
険
金
の
支
払
い
ま

で
の
一
連
の
保
険
金
請
求
手

続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
企
業
の
責

任
者
が
、
世
界
各
国
で
発
生

し
た
事
故
の
対
応
状
況
や
そ

れ
ぞ
れ
の
事
故
の
手
続
き
状

況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
。

　
東
京
海
上
日
動
で
は
、
今

回
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
開
発
の
背
景
に
つ
い

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
グ
ロ
ー
バ
ル

レ
ベ
ル
で
一
層
強
力
に
支
援

す
る
た
め
、
新
た
な
デ
ジ
タ

ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開

発
し
た
」
と
説
明
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
「
外

部
機
関
・
企
業
と
の
協
業
に

よ
り
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
機
能
拡
充
を
進
め

て
い
く
予
定
。
リ
ス
ク
管
理

情
報
機
能
（
Ｔ
Ｍ
―
Ｇ
Ｒ

Ｓ
）
で
は
、
衛
星
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
開
発
の

分
野
で
23
年
５
月
か
ら
協
業

を
開
始
し
て
い
る
㈱
Ｑ
Ｐ
Ｓ

研
究
所
と
連
携
し
、
同
社
の

小
型
Ｓ
Ａ
Ｒ
衛
星
商
用
機
か

ら
取
得
す
る
デ
ー
タ
を
企
業

に
提
供
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。
国
内
外
の
拠
点
で

災
害
が
発
生
し
た
際
、
拠
点

周
辺
の
衛
星
画
像
デ
ー
タ
を

取
得
し
企
業
に
提
供
す
る
こ

と
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
状
況

把
握
や
被
害
低
減
に
向
け
た

対
策
を
支
援
す
る
」
と
し
て

い
る
。

て
、
「
近
年
、
世
界
各
地
で

多
発
す
る
自
然
災
害
に
よ
る

被
害
や
、
事
業
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
サ
イ
バ
ー
攻
撃

・
感
染
症
の
発
生
、
国
際
情

勢
の
変
化
に
伴
う
地
政
学
リ

ス
ク
の
高
ま
り
な
ど
、
企
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
に
事
業
を
展
開
す
る
企
業

で
は
、
日
本
国
内
の
拠
点
に

と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
の
拠
点

を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
海
外
拠
点
の

情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握

す
る
仕
組
み
や
海
外
拠
点
も

含
め
た
保
険
契
約
管
理
の
仕

組
み
を
構
築
す
る
に
は
多
大

な
ロ
ー
ド
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を

展
開
す
る
企
業
に
と
っ
て
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
、
企
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
に
保
険
商
品
や

リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
て

き
た
が
、
企
業
の
リ
ス
ク
マ

　
ア
フ
ラ
ッ
ク
は
昨
年
12
月

19
日
、
人
的
資
本
に
関
す
る

情
報
開
示
の
国
際
的
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

３
０
４
１
４
」
の
認
証
を
日

本
の
金
融
業
界
で
初
め
て

（
同
社
調
べ
）
取
得
し
た
と

発
表
し
た
。
国
内
唯
一
の
独

立
審
査
機
関
で
あ
る
㈱
Ｈ
Ｃ

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
審
査

を
経
て
取
得
し
た
も
の
。

　「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
０
４
１
４
」

は
、
国
際
標
準
化
機
構
が
制

定
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
規
格
で
、
組
織
が
自
社

の
従
業
員
に
関
す
る
人
的
資

本
の
情
報
に
つ
い
て
、
定
量

化
・
分
析
し
、
開
示
す
る
た

め
の
国
際
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
。

　「
人
的
資
本
経
営
」
が
注

目
を
集
め
る
な
か
、
23
年
３

月
期
の
有
価
証
券
報
告
書
か

ら
人
的
資
本
の
情
報
開
示
が

義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
人

的
資
本
経
営
の
実
践
や
人
的

資
本
の
情
報
開
示
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
ア
フ
ラ
ッ
ク
で
は
、
「
創

業
以
来
『
人
財
を
大
切
に
す

る
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
（
人
財
を

大
切
に
す
れ
ば
、
人
財
が
効

果
的
に
業
務
を
成
し
遂
げ

る
）
』
の
も
と
、
人
的
資
本

を
軸
に
据
え
た
経
営
を
行
っ

て
お
り
、
中
期
経
営
戦
略
に

お
い
て
も
『
多
様
な
人
財
の

力
を
引
き
出
す
人
財
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
戦
略
』
を
第
一
の
柱

に
位
置
付
け
て
い
る
。
ま

た
、
統
合
報
告
書
や
人
的
資

本
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
通
じ
、

人
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
お

よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
社
内
外
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
積
極
的

に
開
示
す
る
こ
と
で
、
人
財

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
の
高
度

化
に
向
け
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
実

践
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
よ
っ
て
認
証
を
取

得
し
た
」
と
し
て
い
る
。

　
大
同
火
災
は
１
月
以
降
保

険
始
期
の
契
約
か
ら
自
動
車

保
険
の
改
定
を
行
っ
た
。

　
①
車
両
保
険
の
補
償
拡
大

②
心
神
喪
失
等
に
よ
る
事
故

の
被
害
者
損
害
補
償
特
約
の

新
設
③
人
身
傷
害
補
償
保
険

お
よ
び
無
保
険
車
傷
害
特
約

の
改
定
―
と
い
っ
た
商
品
改

定
と
保
険
料
の
改
定
な
ど
を

実
施
し
た
。

　
商
品
改
定
の
①
で
は
、
車

両
保
険
（
自
動
車
・
動
物
＋

Ａ
）
に
つ
い
て
、
自
転
車
や

人
と
の
衝
突
・
接
触
等
を
新

た
に
補
償
対
象
と
し
、
こ
れ

に
伴
い
保
険
料
を
見
直
し

た
。
「
車
両
危
険
限
定
補
償

特
約
（
自
動
車
・
動
物
）
」

の
特
約
名
称
を
「
車
両
危
険

限
定
補
償
特
約
（
自
動
車
・

そ
の
他
乗
用
具
等
）
」
に
変

更
、
「
車
両
危
険
限
定
補
償

特
約
（
Ａ
）
」
と
併
せ
て
契

約
す
る
場
合
の
ペ
ッ
ト
ネ
ー

ム
を
「
自
動
車
・
乗
用
具
等

＋
Ａ
」
に
変
更
し
た
。

　
②
で
は
、
契
約
の
車
の
運

転
者
等
が
心
神
喪
失
等
に
よ

り
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任

を
負
わ
な
い
と
同
社
が
認
め

る
場
合
に
、
被
害
者
の
損
害

を
補
償
す
る
「
心
神
喪
失
等

に
よ
る
事
故
の
被
害
者
損
害

補
償
特
約
」
を
新
設
。
対
人

賠
償
責
任
保
険
ま
た
は
対
物

賠
償
責
任
保
険
に
自
動
セ
ッ

ト
し
た
。

　
改
定
前
の
自
動
車
保
険
で

は
、
心
神
喪
失
等
に
よ
り
運

転
者
の
責
任
能
力
等
が
否
定

さ
れ
、
法
律
上
の
損
害
賠
償

責
任
を
負
わ
な
い
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は
補
償
対
象
と
な

ら
ず
、
結
果
と
し
て
被
害
者

の
救
済
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
こ
の
特
約
に
よ
り
、
運

転
者
等
が
心
神
喪
失
等
に
よ

り
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任

を
負
わ
な
い
と
同
社
が
認
め

る
場
合
は
、
法
律
上
の
損
害

賠
償
額
相
当
の
範
囲
内
で
被

害
者
の
損
害
を
補
償
す
る
よ

う
に
し
た
。
同
特
約
を
自
動

セ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
よ
る
追

加
保
険
料
は
発
生
し
な
い
。

ま
た
、
同
特
約
に
関
わ
る
保

険
事
故
に
つ
い
て
は
「
ノ
ー

カ
ウ
ン
ト
事
故
」
と
し
て
取

り
扱
う
。

　
③
で
は
、
こ
れ
ま
で
人
身

傷
害
補
償
保
険
契
約
に
つ
い

て
は
、
無
保
険
車
傷
害
特
約

を
自
動
セ
ッ
ト
し
て
い
た

が
、
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や

す
い
商
品
構
成
と
す
る
た
め

に
、
無
保
険
車
傷
害
特
約
の

補
償
範
囲
を
人
身
傷
害
補
償

保
険
に
組
み
込
ん
だ
。
無
保

険
車
事
故
に
つ
い
て
は
契
約

の
保
険
金
額
に
か
か
わ
ら
ず

保
険
金
額
を
「
無
制
限
」
と

し
て
補
償
す
る
。
な
お
、
Ｄ

Ａ
Ｐ
契
約
で
対
人
賠
償
責
任

保
険
を
契
約
し
、
か
つ
、
人

身
傷
害
補
償
保
険
を
契
約
し

て
い
な
い
場
合
は
、
無
保
険

車
傷
害
特
約
が
自
動
セ
ッ
ト

さ
れ
る
。

　
保
険
料
の
改
定
で
は
、
保

険
料
の
見
直
し
と
各
種
割
引

の
改
定
を
実
施
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事
故
が

減
少
し
た
こ
と
等
を
踏
ま

え
、
21
～
22
年
に
保
険
料
水

準
の
引
下
げ
を
実
施
し
て
き

た
が
、
22
年
ご
ろ
か
ら
徐
々

に
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
社
会
経
済

活
動
が
復
調
し
て
お
り
、
ま

た
、
22
年
か
ら
の
世
界
的
な

物
価
上
昇
の
傾
向
が
続
い
て

い
る
た
め
、
自
動
車
保
険
の

保
険
金
の
支
払
い
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
平
均
的
な
保
険

料
水
準
の
引
き
上
げ
を
行
っ

た
。

　
割
引
の
改
定
で
は
、
「
初

回
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
割
引
の

廃
止
」
と
「
新
車
割
引
の
見

直
し
」
を
行
っ
た
。
自
動
車

保
険
の
全
て
の
契
約
の
う
ち

約
９
割
の
契
約
に
初
回
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
割
引
が
適
用
さ

れ
て
お
り
、
初
回
保
険
料
の

支
払
方
法
の
間
で
差
異
を
設

け
る
意
義
が
薄
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
同
割
引
を
廃
止
し

た
も
の
。
ま
た
、
直
近
の
リ

ス
ク
実
態
に
基
づ
き
、
新
車

割
引
の
割
引
率
を
拡
大
し

た
。

　
自
動
車
保
険
の
改
定
で
は

そ
の
他
に
、
▽
複
数
所
有
新

規
契
約
の
特
則
の
対
象
拡
大

（
二
輪
の
追
加
）
〈
対
象
：

Ｄ
Ａ
Ｐ
〉
▽
臨
時
代
替
自
動

車
補
償
特
約
の
自
動
セ
ッ
ト

化
〈
Ｄ
Ａ
Ｐ
〉
▽
事
故
・
故

障
時
ロ
ー
ド
ア
シ
ス
ト
特
約

の
改
定
（
「
運
搬
・
搬
送
・

引
取
費
用
」
に
つ
い
て
、
同

社
が
指
定
す
る
レ
ッ
カ
ー
業

者
に
よ
る
運
搬
に
限
る
旨
明

確
化
）
〈
Ｄ
Ａ
Ｙ
―
Ｇ
Ｏ
！

く
る
ま
の
保
険
、
Ｄ
Ａ
Ｐ
〉

―
を
実
施
し
た
。

　
東
京
海
上
日
動
は
昨
年
12
月
22
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展
開
す
る
企
業
の
保
険
契
約
の
一
元
管
理
や
、
拠
点
ご

と
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
分
析
・
事
故
対
応
状
況
の
可
視
化
な
ど
の
機
能
を
有
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム T

M

 S
tation P

ortal 

（
以
下
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
の
提
供
を
開
始
す
る
と

発
表
し
た
。
企
業
の
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
の
促
進
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
高
度
化
を
支
援
す
る
。

■損保ジャパンほか　中古蓄電池市場形成を後押し�（２面）

■若年層に訴求する！⑪　住友生命� （３面）

■「ＮＩＳＳＡＹ　ＩＴワッカソン」開催�（１０面）

▼
�世界銀行～自然災害保険への

取り組み～� （６―７面）

開発途上国支援で
キャットボンド発行

「
Ｔ
Ｍ　

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｌ
」開
始

グ
ロ
ー
バ
ル
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
構
築

東京海上日動
自
動
車
保
険
を
改
定

１
月
か
ら
商
品
改
定
と
料
率
見
直
し

大同火災

人
的
資
本
に
関
す
る
情
報
開
示

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
０
４
１
４
」を
取
得

アフラック


